
平成２６年度当初予算要求の考え方について【総務部】 

 

１ 平成２６年度当初予算要求について 

 

「みえ県民力ビジョン・行動計画」の３年目として、県政の諸課題の解決に向けて重

要な１年であり、行動計画に掲げた目標の実現に向けた取組を着実に推進することを基

本方針とし、「平成２６年度三重県経営方針（案）」の推進に取り組むための事務事業を

中心に予算要求を行っています。 

 

２ 主要な事業 

 

総務部の主要な事業につきましては、別紙「平成２６年度 総務部当初予算の主要な

事業」にまとめています。 

施策、行政運営で区分し、基本事業を構成する主要な事務事業について記載しました。 

政策的経費の主な事業につきましては、白抜きの四角で囲んで記載しました。 

その下に庁舎管理経費等を記載し、大規模臨時的経費につきましては、【  】で記

載しました。 

 

３ 政策的経費の優先度判断について 

 

総務部の予算の大部分は事務的な経費であることから、優先度判断の考え方につきま

しては、法律などで義務づけられている事務や各都道府県が構成員となっている協議会

負担金、「平成２６年度三重県経営方針（案）」の推進に必要な事業や研修等に要する経

費など、平成２６年度の行財政運営に不可欠な経費を「優先度Ａ」とし、その他の経費

を「優先度Ｂ」として判断しました。 




